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読んだ冊数が 0）は，2000 年頃から減少傾向にあるものの，2013 年の調査では，高校生の
45％が，1 ヶ月に全く本を読んでいない（毎日新聞 2013 年 10 月 27 日東京朝刊）。高校生のす
べてが大学生になるわけではないながらも，この調査結果から，大学生にも一定の割合で不読
者がいることが予想される。実際に，堀ら（2000）の調査では，2000 年における大学生の不












年において，マンガ雑誌とマンガ単行本を合わせた販売部数は，全出版物の約 3 分の 1 を占め
ているが，マンガ全体の売上は 1995 年を境に減少し続けている。特に，マンガ雑誌の売上減
























［調査対象者］ 大学生 191 名（男性 141 名，女性 50 名。平均年齢 18.7 歳） 
［調査時期］  2013 年 7 月 





ガを読む量，である。なお，この 4 つの質問と回答の選択肢を表 1 に示す。 
 
結果 
［マンガへの態度］ 「マンガを好きであるか」に対する回答を表 2 に示す。χ 2 検定の結果，
人数の偏りは有意であった（χ 2 (4) =152.534，p<.01）。多重比較を行ったところ，「大好き」＝「好
き」＞「どちらともいえない」＝「嫌い」＞「大嫌い」であり，マンガを「大好き」「好き」であ
る対象者が多かった。なお，「大嫌い」と答えた人はいなかったので，この後の分析は，「大嫌
い」のカテゴリを除外することとした。また，性差は認められなかった（χ 2 (3) =1.379，ns）。 
［マンガの読み方］ 「マンガをどのように読んでいるか」に対する回答を表 3 に示す。まず，
全体について χ 2検定を行ったところ，人数の偏りは有意であった（χ 2 (7) =185.882，p<.01）。
次いで，マンガへの態度によってマンガの読み方に違いがあるかを検討したところ，人数の偏






［マンガの優先順位］ 「マンガの優先順位」についての質問に対する回答を表 4 に示す。ま
ず，全体について χ 2検定を行ったところ，人数の偏りは有意であった（χ 2 (6) =58.087，p<.01）。
次いで，マンガへの態度によってマンガの優先順位に違いがあるかを検討したところ，人数の
偏りは有意であった（χ 2 (18) =253.618，p<.01）。残差分析の結果，マンガを「大好き」なグル
ープでは，「何よりもマンガを優先する」「どうしてもしなければならないことがあるときを除 
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［マンガ読書量］ 「マンガを読む量」にする回答を表 5 に示す。評定値の平均は，雑誌が 1.85
（SD = 0.83），単行本が 2.34（SD = 1.19）であった。両方に回答があった 186 名について対応
のある t 検定を行ったところ，有意に単行本の方が多かった（t (185) = 6.112，p<.01）。また，
雑誌，単行本それぞれに χ 2検定を行ったところ，人数の偏りは有意であった（χ 2 (4) =208.222，
p<.01；χ 2 (4) =100.777，p<.01）。多重比較を行ったところ，雑誌については「1~4 冊」＞「0
冊」＞「5~8 冊」＝「9~12 冊」＝「13 冊以上」であり，単行本については「1~4 冊」は他のすべ
てより多く，「0 冊」は「9~12 冊」，「13 冊以上」より多く，「5~8 冊」は「9~12 冊」より多
かった。 
 次に，マンガに対する態度によって，雑誌，単行本それぞれを読む量に違いがあるかを検討
した（表 6）。「大好き」では，雑誌，単行本とも人数の偏りは有意であった（χ 2 (4) =83.446，
p<.01；χ 2 (4) =33.262，p<.01）。多重比較の結果，雑誌では，「1~4 冊」は他より多く，「0 冊」
は「9~12 冊」「13 冊以上」より多かった。単行本では，「1~4 冊」は「0 冊」「9~12 冊」よ
り多く，「13 冊以上」は「0 冊」より多かった。「好き」では，雑誌，単行本とも人数の偏りは
有意であった（χ 2 (4) =101.315，p<.01；χ 2 (4) =85.831，p<.01）。多重比較の結果，雑誌では， 
「1~4 冊」＞「0 冊」＝「5~8 冊」＝「9~12 冊」＝「13 冊以上」であった．単行本では，「1~4 冊」
＞「0 冊」＝「5~8 冊」＞「9~12 冊」＝「13 冊以上」であった．「どちらともいえない」では，
雑誌，単行本とも人数の偏りは有意であった（χ 2 (4) =30.500，p<.01；χ 2 (4) =26.500，p<.01）。
多重比較の結果，雑誌では，「0 冊」は「5~8 冊」「9~12 冊」「13 冊以上」より多かった。単
行本では，「0 冊」は「5~8 冊」「9~12 冊」「13 冊以上」より多かった。「嫌い」では，雑誌，
単行本とも人数の偏りは有意であった（χ 2 (4) =35.077，p<.01；χ 2 (4) =35.077，p<.01）。多重
比較の結果，雑誌では，「0 冊」は「5~8 冊」「9~12 冊」「13 冊以上」より多かった。単行本
では，「0 冊」は「5~8 冊」「9~12 冊」「13 冊以上」より多かった。 
 雑誌を読む量と単行本を読む量との関係をみるために相関係数を算出したところ，r = 0.469
と中程度の相関があった。マンガに対する態度ごとに同様のことを行ったところ，「大好き」で
は r = 0.355，「好き」では r = 0.424，「どちらともいえない」では r = 0.085，「嫌い」では r = 0.409
であった。 
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は有意であった（χ 2 (16) =65.246，p<.01）。残差分析の結果，「雑誌 0 冊・単行本 0 冊」「雑誌
5~8 冊・単行本 13 冊以上」「雑誌 9~12 冊・単行本 13 冊以上」「雑誌 13 冊以上・単行本 13
冊以上」が有意に多く，「雑誌 0 冊・単行本 13 冊以上」「雑誌 1~4 冊・単行本 0 冊」「雑誌 5~8
冊・単行本 0 冊」が有意に少なかった。また，「雑誌 5~8 冊・単行本 5~8 冊」が多い傾向，「雑
誌 0 冊，単行本 5~8 冊」が少ない傾向であった。マンガに対する態度ごとに同様のことを行っ
たところ，いずれも人数の偏りは有意ではなかった。 
［マンガらしさの基準] マンガらしさの基準について，自由に記述してもらったが，回答があ
ったのは 73 名であった。マンガへの態度によって記述の有無に差があるか χ 2検定を行った結
果，有意な差はなかった（χ 2 (3) =3.121，ns）。 
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 マンガを 1 ヶ月に読む量としては，雑誌，単行本とも「1〜 4 冊」が最も多く，次いで「0 
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